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(要旨)
審査員3人は、 2004年2月24日午後l時から 2時40分まで、学位申請者越議敏氏に対し、
本論文に関する公開の試問を行なった。審査員の数々の質問や疑義に対して、申請者は的確な回答を
した。いくつかの論点については、審査者と申請者の聞で議論が展開された。言語観の相違と視点を
めぐって、審査にあたった委員と申請者の間で対立する部分もあった。申請者が語用論・談話研究に
関して深い理解と見識をもっていること、事例を鋭く分析する能力を備えていることが磯認された。
日本語の理解力、表現カはいずれも抜群に優れていた。， j 
よって、本論文の提出者越華敏氏が博士(日本語日本文化) (同志社女子大学)の授与に値する十
分な学力を有するものと認める。
